
優柔不断な人の

優柔不断な人による

優柔不断な人のための

「決める力」

1

2021年度聖路加国際大学 大学院看護学研究科
看護情報学特論Ⅰ プレゼンテーション

2021/06/24

21MN030 畠中ちひろ



優柔不断と聞いてどう感じますか？

ポジティブ、ネガティブ？

自分に当てはまる？当てはまらない？

今あなたが抱いたイメージを覚えておいて下さい。
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優柔不断とは

優柔不断

• ぐずぐずして決断力に乏しいこと。（広辞苑）

• 思い切りが悪く、ぐずぐずしていること。

決断力がないこと。（大修館 四字熟語辞典）

⇒何だかネガティブ……

3



優柔不断とは
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優柔不断をめぐって

とても身近な「優柔不断」であるが、

その研究は盛んではない。
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優柔不断をめぐって

• 欧米では「不決断（indecisiveness/indecision）」「決定遅延

（deferred decision）」「決定の先延ばし（decisional procrastination）」

などが類似。（斎藤ら , 2016）
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◀日本語版 不決断傾向尺度（※）の項目
（杉浦ら, 2007）

※Indecisiveness Scale （Frost & Shows, 1993）
は意思決定における個人差を測定するために広く
使用されている尺度



優柔不断をめぐって

• 日本では、欧米と異なり「人に選択を委ねる」「人

の意見を尊重する」などの「他者に対する行動」を

概念に含むことが示唆された。

※従来の欧米の尺度には「責任転嫁」があるが、他者の影響を受ける・参照するといった社会的行動はない。

（斎藤ら, 2015;2016）

⇒日本と欧米とで、優柔不断の概念が少し異なる？

7



優柔不断をめぐって

• 優柔不断特性は、「熟慮」「先延ばし」「他者参照」「不

安」の４因子構造。（斎藤, 2016;2017）

• 優柔不断な人は、自分で決めたことに対する自信・自己効力

感が低く、決定に対するストレスも高い。優柔不断における

熟慮は、決定の先延ばしと同様に適応的でない可能性がある。
（斎藤 ,  2016;2017）

⇒じっくり考える、先延ばしをする、他者に委ねたり他者の意

見を尊重したりする、不安が高いという特性がある？

自信・自己効力感が低くストレスが高い？
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優柔不断をめぐって

• 従来の指摘通り、不決断傾向高者が意思決定を

渋り決断が遅れる。（関向ら, 2013）

• 決定を先延ばしにする個人ほど主観的な幸福度

が低い。優柔不断という特性がそれを低下させ

ている可能性がある。（三浦, 2017）

⇒優柔不断な人は、決断が遅れやすく、主観的な

幸福度が低い？
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優柔不断になる理由

• 性格特性？

• 環境？

• 疾病や障害？

• 他の悩み事やストレス？体調？

• 知識不足？

• 選択肢不足？選択肢を失いたくない？

• 情報＝データ＋価値の「価値」が揺らいでいる？ etc. ……
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優柔不断な人と「決める力」

迷い、考え、悩むことは、

優柔不断な人の「決める力」

（「決めたプロセス」が「決めた結果」の意味づけを変える）

しかし、それ故に困り苦しんでいる人もいる

優柔不断な人は「決める」ことを重く感じる可能性（決断≠決定？）

限られた時間と後悔なき選択、決められる幸福との葛藤……そして疲労と「決められない悪循環」
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優柔不断な人と「決める力」

よりよい意思決定

1. 意思決定が必要な問題を明確にする

2. 可能性のあるすべての選択肢のリストづくり

3. 選択肢を評価するためのメリットとデメリットの決定

4. 選択肢を選んだ結果を想像する

5. 意思決定における心理的案影響に注意してじっくりと選ぶ

6. 意思決定の支援を得る

7. 意思決定における葛藤やジレンマを解決する ☆優柔不断な人が直面しやすい

(「健康を決める力」HPより）
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優柔不断な人と「決める力」

• 決める訓練や教育、自分の優柔不断に一緒に向き合ってくれる

人との信頼関係づくり、他に選択肢（※）はないかという視点

• 個人の能力のみならず環境も大きな要素であり、本人だけでは

よりよい意思決定の実現が難しい

優柔不断な人の「決める力」を活かしつつ、

“なぜ”優柔不断になっているのか・“どんな”選択肢が必要か等を、

柔軟に考えることが求められる
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※選ぶべき対象そのものだけでなく、そのプロセスにおける選択肢（考えるための選択肢など）も。



優柔不断と聞いてどう感じますか？

あなたが抱いたイメージに変化はありましたか。

これからも「なぜ決められないのか」を見つめてみませんか。

ご清聴ありがとうございました。
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